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2021 年 6 月 19 日 

第 15 回 野上紘子記念アート・ドキュメンテーション学会賞・推進賞選考委員会 

 

標記の賞につき、会員の皆さまによりご推薦いただいた候補のなかから選考の結果、2021 年度は学会賞 1 件、推進賞

1 件の下記授賞を決定いたしました。今後とも本賞の発展にご協力くださいますよう、お願いいたします。 

第 15 回 野上賞選考委員会 

高橋晴子（委員長）、赤間亮、古賀崇、田良島哲、前田富士男、水谷長志 

 

◆第 15 回野上紘子記念アート・ドキュメンテーション学会賞 

 

［賞の概要］ 

『アート・ドキュメンテーション研究』、『アート・ドキュメンテーション通信』、その他の雑誌に掲載の論文・記事、図書、デー

タベース、展覧会、ウェブサイトのなかから優れたものを選出。会員に限らない。対象となる論文・記事、図書、展覧会は、受賞年

の前年度を含む過去 3 年間に発表されたものとする。 

 受賞 

 

國盛麻衣佳 氏 
『炭鉱と美術：旧産炭地における美術活動の変遷』(九州大学出版会, 2020)の刊行に対して 

 授賞

理由 

 國盛氏は、九州大学大学院芸術工学府芸術工学専攻にて博士（芸術工学）を授与され

た博士論文をもとに、著書『炭鉱と美術：旧産炭地における美術活動の変遷』を 2020 年

に刊行した。本書は國盛氏自身のルーツである福岡県三池地区をはじめ、北海道、福島

県常磐地区など、旧産炭地での「炭鉱に由来する文化活動・文化政策」の歴史を、資料

や当事者らへの聞き取りをもとに跡づけつつ、労働問題、重大事故、閉山後の社会の衰

退といった「負の歴史」をあわせもつ炭鉱遺産が、近代化遺産に転化した過程を描き出

す。その上で、過去と現在における旧産炭地でのアート活動と作品に見られる、国外を

含めた旧産炭地という地域ならではのアートの役割を提示する。さらには、國盛氏自身

が芸術家として、旧産炭地の記憶と記録を自らの作品やワークショップ等に反映させて

いく活動を行い、それに対する鑑賞者・批評家・マスコミなどの反応も、本書での分析

対象としている。 

 本書は旧産炭地における、石炭産業・労働運動・地域社会・アート・文化といった側

面にかかわる多様なアーカイブの役割、またそのアーカイブが著者自身のものを含めた

アート活動に波及する実態を示す点で、極めて独創的な著作と言える。アートのみなら

ず、産業や地域社会といった多方面にわたるドキュメンテーションの重要性および可能

性を提示したことを評価し、学会賞を授与する。  

 

 



 

 

 

◆第 15 回野上紘子記念アート・ドキュメンテーション推進賞 

 

［賞の概要］ 

アート・ドキュメンテーション関係業務の現場において、効果的かつオリジナリティを発揮した者、あるいは機関を

選出。会員に限らない。 

 受賞 

 

saveMLAK 
東日本大震災以降現在まで 10 年間にわたり、災害時における博物館・美術館 (M) 、図書館 

(L) 、文書館 (A) 、公民館 (K)の活動の記録、発信を継続してきた実績に対して 

 授賞

理由 

 saveMLAK は、東日本大震災をきっかけとした博物館(M)、図書館(L)、文書館(A)、

公民館(K)の被災・救援に関する情報を集約する活動である。発災直後から、それぞれの

館種ごとに立ち上がった被災情報収集の動きを取りまとめる形で 2011 年 4 月に発足し

た。自主的な参加者がインターネット上の情報を中心に収集し、Wiki を利用して共同で

データを編集するネットワーク型の組織で、2012 年 2 月には施設単位で 21,000 ページ

以上のデータを公開した。その後発生した地震や豪雨・台風による被災についても情報

が追加されている。2020 年には新型コロナウィルス感染症による図書館への影響の調査

を開始した。また、ニュースレターの発行やイベントの開催により、活動の周知と持続

を図っている。 

 施設に対して直接はたらきかける被災支援が多い中で、10 年にわたり情報の集約に徹

した結果、MLAK の被災情報を蓄積したインターネット上のアーカイブズとして独自の

位置を占めるに至った。「災害の記録」という課題を支援の一環として位置付け、Wiki

やオンライン会議の利用といった情報通信技術の活用を含めて、ドキュメンテーション

の立場から新たな可能性を提示した先駆的な実践として評価し、推進賞を授与する。  

 ※第 16 回 野上紘子記念アート・ドキュメンテーション学会賞・推進賞の推薦募集は『アート・ドキュメ

ンテーション通信』および学会のウェブサイト等にて告知いたします。 会員のみなさまには、ぜひ多く

の推薦をお寄せくださいますようお願い申し上げます。 

※賞の詳細、過去の受賞者については、ウェブサイトをご参照ください。 

http://www.jads.org/award/award.htm 
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